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八
幡
縁
起
絵
巻
諸
本
の
所
在
と
そ
の
相
違
点

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
、
住
吉
明
神

は
じ
め
に
（
概
要
）

現
在
、
八
幡
縁
起
絵
巻
と
称
さ
れ
る
絵
巻
に
は
大
き
く
二
種
類
あ
る
。

は
神
功
皇
后
と
住
吉
明
神
に
よ
る
三
韓
征
伐
、
応
神
天
皇
誕
生
、
八
幡
神
の
示

現
諏
と
各
地
へ
の
勧
請
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
‘
―
つ
は
応
神
天
皇
の
崩
御
、

応
神
天
皇
陵
•
神
社
の
建
立
、
諸
人
の
参
詣
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は

類
本
が
多
く
「
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
」
、
「
八
幡
宮
縁
起
」
、
「
八
幡
の
本
地
」
等

様
々
な
名
称
で
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
現
存
作
品
と
し
て
は
誉

田
八
幡
宮
所
蔵
の
「
誉
田
宗
廟
縁
起
」
と
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
残
欠
本
の

み
で
あ
る
。
本
論
で
は
前
者
の
内
容
を
描
い
た
も
の
を
八
幡
縁
起
絵
巻
の
類
、

後
者
を
誉
田
宗
廟
縁
起
の
類
と
し
、
前
者
を
対
象
と
す
る
。

八
幡
縁
起
絵
巻
の
場
面
構
成
は
基
本
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

(
-
）
仲
哀
天
皇
、
新
羅
国
よ
り
襲
来
し
た
塵
輪
を
射
殺
す
る
も
、
自
ら
も
流

れ
矢
に
当
た
り
崩
御
す
る
（
後
述
甲
類
本
、
乙
類
本
の
う
ち
乙
類
本
の
み
）

(
―
-
）
神
功
皇
后
、
仲
哀
天
皇
の
遺
勅
に
よ
り
三
韓
に
出
征
、
途
中
老
翁
姿
の ―っ

田

中

水

萌

住
吉
明
神
と
出
会
い
、
住
吉
明
神
は
遠
征
に
参
加
す
る

（
三
）
住
吉
明
神
、
牛
を
投
げ
る

（
四
）
住
吉
明
神
、
船
を
沖
に
押
し
出
だ
す

（
五
）
住
吉
明
神
、
岩
を
射
通
す

（
六
）
住
吉
明
神
、
細
男
舞
を
以
て
磯
童
を
召
し
寄
せ
、
磯
童
は
竜
宮
よ
り
借

り
出
し
た
旱
満
二
珠
を
神
功
皇
后
に
献
じ
る

（
七
）
神
功
皇
后
、
二
珠
を
用
い
て
新
羅
軍
を
全
滅
さ
せ
る

（
八
）
神
功
皇
后
、
新
羅
王
の
前
で
戦
勝
の
碑
文
を
刻
む

（
九
）
神
功
皇
后
、
凱
旋
し
て
筑
前
国
で
鵜
羽
根
葺
の
産
屋
を
建
て
、
そ
こ
で

応
神
天
皇
を
出
産
す
る

(
+
）
応
神
天
皇
、
箇
崎
に
戒
定
恵
の
箱
を
埋
め
、
し
る
し
の
松
を
植
え
る
、

そ
こ
に
赤
白
八
旋
の
幡
が
降
る

(
+
-
）
応
神
天
皇
の
御
霊
、
宇
佐
の
馬
城
峰
に
石
林
権
現
と
な
っ
て
垂
述
、

金
色
の
光
を
放
つ
、
仁
徳
天
皇
が
勅
使
を
派
遣
す
る
と
、
金
色
の
鷹

と
な
っ
て
現
れ
る
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（
＋
二
）
宇
佐
の
蓮
台
山
寺
に
鍛
冶
の
翁
と
し
て
現
れ
、
大
神
比
義
の
祈
請
に

応
じ
て
三
歳
の
稚
児
の
姿
と
な
っ
て
竹
薬
の
上
に
現
れ
、
誉
田
天
皇

で
あ
る
と
名
乗
る

(
+
―
―
-
)
和
気
清
麻
呂
、
称
徳
天
皇
の
怒
り
を
買
っ
て
両
足
を
切
ら
れ
、
鹿
（
乙

類
本
で
は
猪
）
に
乗
り
宇
佐
八
幡
に
参
詣
す
る

（
十
四
）
行
教
、
八
幡
神
を
石
清
水
に
勧
請
す
る

（
十
五
）
筐
崎
宮
創
建

諸
本
、
概
ね
こ
の
構
成
を
と
る
。
八
幡
神
の
縁
起
で
あ
る
が
、
ス
ト
ー
リ
ー

の
半
分
以
上
が
神
功
皇
后
と
住
吉
明
神
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、

創
立
縁
起
が
詳
細
で
あ
る
の
に
対
し
て
利
生
記
が
少
な
い
こ
と
が
特
徴
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。
現
存
作
例
は
多
い
が
、
す
べ
て
が
把
握
さ
れ
報
告
さ
れ
て
い
る

状
況
に
は
な
い
。
今
回
確
認
し
た
の
は
消
失
本
等
を
含
め
て
四
十
九
本
で
あ
る
。

諸
本
の
分
類
に
つ
い
て
は
宮
次
男
氏
の
甲
乙
分
類
に
従
う
。

甲
類

(3} 

・
出
光
美
術
館
蔵
二
巻
・
元
亨
二
年
(
-
三
二
二
）
（
以
下
、
出
光
本
）

•
飯
山
八
幡
宮
蔵
•
永
徳
五
年
(
-
三
八
五
）
か

・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
一
巻
・
康
応
元
年
(
-
三
八
九
）
（
以

下
、
ア
ジ
ア
本
）

(
5
)
 

鞘
淵
八
幡
神
社
蔵
一
巻
（
以
下
、
鞘
淵
本
）

・
逸
翁
美
術
館
蔵
二
巻

•
赤
木
文
庫
旧
蔵
衣
奈
八
幡
宮
縁
起
二
巻
•
応
永
九
年
(
-
四
0
二
）
（
以
下
、

衣
奈
本
）

日
置
八
幡
宮
蔵
•
永
享
五
年
(
-
四
三
三
）
か

•
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
一
巻
・
文
正
元
年
(
-
四
六
六
）
（
以
下
、
国
文
研

文
正
本
）

•
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
二
巻
•
承
応
二
年
(
-
六
五
三
）
（
以
下
、
国
文
研

承
応
本
）

(
8
)
 

•
恒
石
八
幡
宮
蔵
二
巻
・
文
明
一
0
年
(
-
四
七
八
）
（
以
下
、
恒
石
本
）

•
椎
尾
八
幡
宮
蔵
二
巻
・
文
明
十
五
年
(
-
四
八
三
）

•
椎
尾
八
幡
宮
蔵
二
巻
•
貞
享
四
年
(
-
六
八
七
）

・
琴
崎
八
幡
宮
蔵
二
巻
•
延
徳
三
年
(
-
四
九
一
）

•
宮
尾
八
幡
宮
蔵
二
巻
•
永
正
五
年
(
-
五
0
八
）

•
浜
天
神
社
旧
蔵
一
巻
•
大
永
七
年
(
-
五
二
七
）

•
横
瀬
八
幡
宮
蔵
二
巻
•
大
永
七
年
(
-
五
二
七
）
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•
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
二
巻
•
享
禄
四
年
(
-
五
三
一
）
（
以
下
、

天
理
図
書
館
本
）

(10) 

•
八
幡
奈
多
宮
蔵
二
巻
•
永
禄
三
年
(
-
五
六
O
)
（
以
下
、
奈
多
宮
本
）

•
綾
木
八
幡
宮
蔵
二
巻
•
永
禄
四
年
(
-
五
六
一
）

•
御
調
八
幡
宮
蔵
角
筆
下
絵
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
二
巻
•
永
禄
九
年

（
一
五
六
六
）
か
（
以
下
、
御
調
本
）

•
俵
山
八
幡
宮
蔵
二
巻
・
天
正
九
年
(
-
五
八
一
）

(12) 

•
鷹
飛
原
八
幡
宮
蔵
鷹
飛
原
八
幡
宮
縁
起
絵
二
巻
（
以
下
、
鷹
飛
原
本
）

・
防
府
天
満
宮
蔵
二
巻
（
以
下
、
防
府
本
）

(13) 

•
由
良
湊
神
社
蔵
八
幡
宮
通
縁
起
（
以
下
、
由
良
湊
本
）

•
中
京
大
学
図
書
館
蔵
二
巻
•
江
戸
前
期
の
書
写

(14) 

•
東
原
家
蔵
一
巻
•
江
戸
前
期
の
書
写



．
筐
崎
宮
蔵
箱
崎
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
二
巻
・
寛
文
―
二
年
(
-
六
七
二
）
（
以
下
、

箇
崎
本
）

•
三
郷
八
幡
神
社
旧
蔵
海
南
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
一
一
巻
・
元
禄
―
二
年

（
一
六
九
九
）

•
北
名
八
幡
神
社
蔵
•
正
徳
四
年
(
-
七
―
四
）

．
往
馬
大
社
蔵
生
馬
八
幡
大
菩
薩
絵
縁
起
二
巻
・
享
保
八
年
(
-
七
二
三
）
（
以

下
、
往
馬
本
）

•
鰐
嗚
八
幡
宮
蔵
二
巻
・
元
文
五
年
(
-
七
四
0
)
(
以
下
、
鰐
鳴
本
）
(18) 

•
住
吉
神
社
蔵
神
功
皇
后
縁
起
絵
巻
一
巻
•
宝
暦
三
年
(
-
七
五
三
）

(19) 

•
秋
穂
正
八
幡
宮
蔵
二
巻

(20) 

•
妙
法
寺
蔵
二
巻
（
以
下
、
妙
法
寺
本
）

乙
類

•
宇
佐
神
宮
蔵
二
巻
•
永
享
五
年
(
-
四
三
三
）
江
戸
頃
消
失
（
以
下
、
宇
佐

消
失
本
）

．
誉
田
八
幡
宮
蔵
神
功
皇
后
縁
起
二
巻
•
永
享
五
年
(
-
四
三
三
）
（
以
下
、

誉
田
本
）

•
石
清
水
八
幡
宮
蔵
二
巻
•
永
享
五
年
(
-
四
三
三
）
（
昭
和
二
十
二
年
焼
失
）

•
石
清
水
八
幡
宮
蔵
二
巻
•
享
保
一
三
年
(
-
七
二
八
）
（
以
下
、
石
清
水
享

(22) 

保
本
）

(23) 

•
東
大
寺
蔵
二
巻
・
天
文
四
年
(
-
五
三
五
）
（
以
下
、
東
大
寺
本
）

(24) 

•
杵
原
八
幡
宮
蔵
由
原
八
幡
宮
縁
起
二
巻
（
以
下
、
杵
原
本
）

(25) 

•
榊
原
家
蔵
八
幡
の
本
地
二
巻
・
寛
文
頃
の
書
写
（
以
下
、
榊
原
本
）

•
畝
火
山
口
神
社
蔵
神
功
皇
后
縁
起
絵
巻
二
巻
・
天
和
二
年
(
-
六
八
二
）
（
乙

(26) 

類
）
（
以
下
、
畝
火
山
口
本
）

(27) 

•
魚
吹
八
幡
神
社
蔵
魚
吹
八
幡
縁
起
絵
巻
二
巻

不
明

•
石
清
水
八
幡
宮
蔵
一
巻
•
正
応
二
年
(
―
二
八
九
）

•
弘
済
寺
蔵
南
方
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
三
巻

•
宇
佐
神
宮
蔵
八
幡
の
え
ん
ぎ
二
巻
•
江
戸
時
代
初
期

(28) 

•
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
二
巻

(29) 

•
吉
賀
八
幡
宮
蔵(30) 

•
宇
佐
八
幡
宮
蔵

八
幡
縁
起
絵
巻
の
研
究
は
現
段
階
で
は
、
北
野
天
神
縁
起
の
よ
う
に
転
写
派

生
本
の
祖
本
が
明
確
で
な
く
、
「
八
幡
縁
起
」
の
絵
画
化
初
発
の
作
品
も
不
明

で
あ
る
。
し
か
し
、
甲
類
諸
本
に
お
い
て
絵
巻
の
構
成
自
体
に
大
き
な
違
い
が

な
く
、
構
図
も
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
根
本
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
と
推
定
す

る
。
現
在
把
握
さ
れ
て
い
る
作
例
の
中
で
の
最
古
の
作
例
で
あ
る
出
光
本
は
、

そ
の
奥
書
か
ら
播
磨
国
よ
り
借
り
た
本
を
書
写
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
た

め
原
初
本
に
は
比
定
で
き
な
い
。
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一
、
詞
書

(31) 

詞
書
に
お
い
て
は
誤
写
、
錯
簡
、
欠
損
等
あ
る
が
、
諸
本
に
お
い
て
話
の
構

成
に
大
き
な
差
異
は
な
い
。
依
拠
資
料
と
し
て
甲
類
に
は
『
八
幡
宮
寺
巡
拝
記
』

（
以
下
、
巡
拝
記
）
、
乙
類
に
は
『
八
幡
愚
童
訓
』
（
以
下
、
愚
童
訓
）
が
挙
げ



ら
れ
る
が
、
甲
類
の
中
で
制
作
年
代
の
下
る
も
の
に
は
『
愚
童
訓
』
に
依
拠
す

る
詞
書
も
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
ア
ジ
ア
本
、
往
馬
本
、
出
光
本
、
石
清
水
享

保
巻
本
、
衣
奈
本
、
畝
火
山
口
本
、
誉
田
本
、
国
文
研
文
正
本
、
国
文
研
承
応

本
、
恒
石
本
、
天
理
図
書
館
本
、
東
大
寺
本
、
朝
淵
本
、
営
崎
本
、
妙
法
寺
本
、

杵
原
本
、
由
良
湊
本
の
十
七
本
を
中
心
に
比
較
し
、
必
要
に
応
じ
て
奈
多
宮
本

や
鰐
鳴
本
等
も
参
照
す
る
。

場
面
（
一
）
、
（
二
）
は
使
用
さ
れ
る
漢
字
に
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
、
す
べ

て
十
六
代
応
神
天
皇
が
八
幡
大
菩
薩
で
あ
る
、
と
い
う
文
言
か
ら
始
ま
る
。
そ

れ
に
続
い
て
応
神
天
皇
の
父
、
仲
哀
天
皇
の
御
宇
に
新
羅
か
ら
の
侵
攻
が
あ
っ

た
こ
と
、
仲
哀
天
皇
の
崩
御
、
遺
勅
を
受
け
て
神
功
皇
后
が
三
韓
征
伐
に
出
発

し
た
時
に
老
翁
姿
の
住
吉
明
神
と
出
会
う
こ
と
が
書
か
れ
る
。

甲
類
で
は
仲
哀
天
皇
は
崩
御
の
際
、
神
功
皇
后
に
、
懐
妊
の
御
子
が
男
な
ら

ば
龍
王
の
聟
に
、
女
な
ら
ば
嫁
に
す
る
よ
う
遺
言
す
る
。

御
調
本
、
往
馬
本
、
国
文
研
承
応
本
は
、
天
皇
の
崩
御
後
、
皇
后
を
憑
坐
と

し
た
天
照
大
神
に
よ
る
託
宣
の
場
面
を
持
つ
。
こ
れ
は
『
愚
童
訓
』
に
依
拠
す

る
も
の
で
あ
る
。

誉
田
本
、
石
清
水
享
保
本
、
東
大
寺
本
、
杵
原
本
、
畝
火
山
口
本
等
に
は
、

場
面
（
一
）
に
お
い
て
、
仲
哀
天
皇
の
御
宇
二
年
に
新
羅
国
よ
り
襲
来
し
た
塵

輪
と
い
う
、
黒
雲
に
乗
っ
た
八
つ
の
頭
を
持
つ
赤
鬼
を
天
皇
が
射
殺
す
る
が
、

自
ら
も
流
れ
矢
に
当
た
っ
て
し
ま
い
同
九
年
二
月
六

H
に
香
椎
宮
で
崩
御
す

る
、
と
い
う
塵
輪
伝
説
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
当
該
諸
本
を
乙
類
に
分
類

す
る
基
準
と
な
る
場
面
で
あ
る
。
諸
本
詞
書
の
内
容
に
大
差
な
く
、
や
は
り
『
愚

童
訓
』
に
依
拠
す
る
。

水
上
勲
氏
に
よ
る
と
塵
輪
に
関
す
る
比
較
的
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
二
つ
あ

―
つ
は
石
見
、
芸
北
地
方
の
「
石
見
神
楽
」
の
演
目
‘
―
つ
は
長
門
国
下

(32) 

関
の
忌
宮
神
社
の
神
事
「
数
方
庭
」
の
由
来
諏
や
備
前
国
牛
窓
に
伝
わ
る
牛
窓

(33) 

伝
説
と
い
っ
た
地
域
伝
承
で
あ
る
。
水
上
氏
が
塵
輪
伝
説
を
有
す
る
と
挙
げ
た

地
は
中
世
大
内
氏
が
支
配
し
た
地
で
あ
り
、
箇
崎
宮
の
現
本
殿
、
拝
殿
が
大
内

義
隆
の
建
立
で
あ
る
こ
と
や
、
厳
島
大
願
寺
の
尊
海
が
義
隆
に
、
大
蔵
経
の
寄

進
と
引
き
換
え
に
宇
佐
神
宮
か
筐
崎
宮
の
屋
根
葺
を
請
け
負
う
約
束
を
交
わ
し

(34) 

て
い
る
こ
と
、
乙
類
原
初
本
へ
の
塵
輪
伝
説
採
用
、
さ
ら
に
は
八
幡
縁
起
絵
巻

が
西
日
本
、
特
に
大
内
氏
の
支
配
圏
で
あ
っ
た
防
長
地
方
に
多
く
分
布
す
る
こ

と
か
ら
も
、
八
幡
信
仰
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

りヽて
い
る
。

場
面
（
三
）
に
は
住
吉
明
神
の
霊
験
と
牛
窓
の
地
名
由
来
が
述
べ
ら
れ
る
。

詞
書
冒
頭
の
地
名
表
記
が
ア
ジ
ア
本
、
国
文
研
文
正
本
、
恒
石
本
、
東
大
寺
本
、

杵
原
本
、
往
馬
本
、
妙
法
寺
本
、
由
良
湊
本
、
国
文
研
承
応
本
で
は
「
備
前
」
、

朝
淵
本
、
衣
奈
本
、
誉
田
本
、
天
理
図
書
館
本
、
奈
多
宮
本
、
筐
崎
本
、
石
清

水
享
保
本
、
畝
火
山
口
本
で
は
「
備
後
」
と
分
か
れ
る
が
、
牛
窓
伝
説
の
地
は

備
前
国
に
あ
る
た
め
備
後
は
誤
記
と
み
な
さ
れ
る
。
国
文
研
文
正
本
に
お
け
る

備
後
の
「
後
」
を
消
し
て
下
に
「
前
」
を
書
い
て
い
る
の
は
、
書
写
す
る
段
階

で
間
違
い
に
気
付
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
誤
記
が
か
な
り
早
い
段
階
か
ら

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

続
く
場
面
（
四
）
、
（
五
）
も
住
吉
明
神
の
霊
験
が
述
べ
ら
れ
る
。
門
司
の
関

よ
り
西
、
大
江
が
崎
に
着
い
た
時
に
海
水
が
干
上
が
っ
て
し
ま
い
船
は
進
む
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
が
、
住
吉
明
神
が
一
人
で
沖
中
へ
船
を
押
し
出
す
。
豊
前

国
も
し
く
は
長
門
国
の
船
木
山
で
木
を
切
り
、
宇
佐
郡
で
船
を
四
十
八
艘
造
り
、

鹿
嶋
で
乗
船
す
る
。
船
に
は
軍
兵
一
千
三
百
七
十
五
人
、
大
将
軍
は
住
吉
、
高
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良
大
臣
、
舵
取
り
は
鹿
嶋
大
明
神
で
あ
る
。
葦
屋
津
で
住
吉
明
神
は
十
丈
も
あ

る
岩
の
先
端
を
射
貰
く
が
、
岩
を
射
た
理
由
に
つ
い
て
特
に
言
及
さ
れ
て
は
い

な
い
。
こ
の
二
つ
の
霊
験
諏
は
、
老
翁
が
神
仏
の
化
身
で
あ
る
「
変
化
の
物
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

゜
、つ
場
面
（
六
）
は
三
韓
征
伐
に
必
要
な
旱
珠
、
満
珠
と
い
う
二
つ
の
宝
珠
を
龍

宮
か
ら
借
り
出
す
た
め
に
、
海
の
案
内
者
で
あ
る
安
曇
磯
童
と
い
う
者
を
呼
び

出
す
場
面
で
あ
り
、
続
く
場
面
（
七
）
に
お
い
て
こ
の
二
珠
を
用
い
て
新
羅
軍

を
破
り
、
場
面
（
八
）
の
戦
勝
の
碑
文
を
刻
む
こ
と
と
な
る
。

地
名
に
違
い
が
見
ら
れ
、
甲
類
は
「
か
す
い
」
、
甲
類
中
奈
多
宮
本
で
の
み
「
高

麗
国
之
嶋
」
、
乙
類
は
「
香
椎
」
と
さ
れ
る
が
、
「
か
す
い
」
は
香
椎
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
奈
多
宮
本
で
の
み
安
曇
磯
童
が
好
む
舞
を
「
細
男
」
で

は
な
く
「
清
海
波
」
と
す
る
。

甲
乙
間
に
お
け
る
大
き
な
違
い
は
、
甲
類
で
は
磯
童
が
龍
宮
に
二
珠
を
取
り

に
行
く
の
に
対
し
、
乙
類
で
は
神
功
皇
后
の
妹
・
豊
姫
が
磯
童
の
先
導
で
龍
宮

に
向
か
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
三
韓
征
伐
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
面
に
お

け
る
甲
類
の
特
徴
は
、
異
国
で
の
殺
生
を
嘆
い
た
神
功
皇
后
に
応
じ
て
二
匹
の

竜
王
が
姿
を
現
し
、
死
人
を
全
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
異
国
の
死
人

の
た
め
に
放
生
会
が
始
ま
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
乙
類
で
竜
王
は
、

満
珠
で
以
っ
て
潮
が
満
ち
た
海
中
で
日
本
国
の
船
の
下
で
船
を
守
っ
て
い
た
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
二
珠
を
借
り
出
し
た
後
、
長
門
国
船
木
山
で
材
木
を
調
達

し
、
豊
前
国
宇
佐
で
造
船
し
た
こ
と
、
八
幡
神
の
本
地
が
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る

こ
と
、
老
翁
の
正
体
が
住
吉
明
神
で
あ
り
、
安
曇
磯
童
が
筑
前
国
鹿
嶋
明
神
で

場
面
（
七
）

あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
神
功
皇
后
が
男
の
姿
と
な
っ
た
描
写
が
詳
細
に
な
さ

れ
る
。
造
船
の
こ
と
は
甲
類
で
は
場
面
（
四
）
で
す
で
に
述
べ
ら
れ
、
八
幡
神

の
本
地
に
つ
い
て
は
場
面
(
+
五
）
以
降
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

場
面
（
八
）
で
は
異
国
に
勝
利
し
た
神
功
皇
后
が
王
達
の
前
で
「
稽
首
八
幡

大
菩
薩
示
現
神
通
度
衆
生
断
除
十
悪
為
十
善
覆
護
衆
生
能
与
楽
」
と
い

う
碑
文
を
刻
む
。
皇
后
が
御
鉾
を
王
宮
の
門
前
に
立
て
て
帰
朝
し
た
こ
と
、
犬

追
物
の
由
来
、
異
国
を
征
服
し
誓
言
し
た
の
は
皇
后
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
旱
満

二
珠
は
戦
後
肥
前
国
佐
嘉
郡
河
上
宮
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
乙
類
諸
本
に
の

み
書
か
れ
て
い
る
。

場
面
（
九
）
皇
后
は
凱
旋
後
筑
前
国
で
鵜
羽
根
葺
の
産
屋
を
造
り
、
愧
の
木

に
取
り
つ
い
て
応
神
天
皇
を
出
産
す
る
。
乙
類
で
は
愧
を
逆
さ
ま
に
立
て
て
い

る
。
逆
さ
ま
に
立
て
た
愧
は
や
が
て
そ
の
地
に
根
付
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

『
愚
童
訓
』
で
も
愧
を
逆
さ
ま
に
立
て
て
い
る
た
め
、
乙
類
本
は
こ
れ
に
依
る
。

奈
多
宮
本
は
愧
で
は
な
く
「
ア
テ
の
木
」
を
立
て
る
が
、
「
ア
テ
」
は
ヒ
ノ
キ

ア
ス
ナ
ロ
の
方
言
で
あ
り
、
奈
多
宮
本
の
原
本
で
あ
る
丹
後
一
宮
本
が
そ
の
よ

う

に

表

記

し

て

い

た

可

能

性

が

あ

る

。

・

詞
書
は
、
十
二
月
十
四
日
に
御
誕
生
会
と
い
う
神
事
を
行
う
の
は
御
子
の
誕

生
日
に
由
来
す
る
こ
と
、
皇
后
の
御
鉾
を
新
羅
王
の
門
前
に
立
て
た
と
い
う
日

本
記
の
引
用
、
応
神
天
皇
誕
生
の
翌
年
に
異
母
兄
の
カ
コ
サ
カ
、
オ
シ
ク
マ
が

反
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
甲
類
で
は
最
後
に
、
場
面
（
一
）
で

仲
哀
天
皇
が
残
し
た
「
龍
王
の
聟
に
な
る
」
と
い
う
約
束
通
り
、
応
神
天
皇
は

龍
王
の
聟
と
な
り
、
備
後
国
で
生
ま
れ
た
若
宮
が
仁
徳
天
皇
で
あ
る
こ
と
、
龍

王
の
孫
で
あ
る
の
で
蛇
の
尾
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
隠
す
「
な
お
し
」
が
作
ら

れ
た
こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
本
に
の
み
、
紀
伊
国
に
垂
迩
し
た
際
、
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皇
子
時
代
に
「
広
ノ
湊
」
で
船
か
ら
降
り
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
伊
都
野
山

行
道
で
座
禅
を
し
て
い
た
が
深
山
で
あ
っ
た
た
め
飯
岡
山
に
垂
述
し
た
、
と
い

(35) 

う
詞
書
が
あ
る
が
飯
岡
山
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
難
い
。

乙
類
で
は
こ
の
場
面
の
最
後
に
神
功
皇
后
の
崩
御
と
、
皇
后
が
八
幡
三
所
権

現
の
東
御
前
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
皇
后
の
崩
御
に
つ
い
て
、
甲
類

で
は
場
面
(
+
)
の
冒
頭
、
神
功
皇
后
と
地
名
由
来
諏
の
詞
書
に
続
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

鵜
羽
根
茸
の
産
屋
で
御
子
を
出
産
す
る
の
は
旱
満
二
珠
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と

(36) 

も
に
「
海
幸
彦
山
幸
彦
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

甲
類
の
場
面
(
+
)
は
、
神
功
皇
后
と
地
名
由
来
調
か
ら
始
ま
り
、
仲
哀
天

皇
の
崩
御
に
つ
い
て
日
本
記
と
扶
桑
記
か
ら
の
引
用
、
皇
后
の
崩
御
、
応
神
天

皇
が
山
林
修
行
の
際
、
筑
前
国
益
富
七
郡
の
内
粕
屋
の
西
郷
と
い
う
所
に
戒
定

恵
の
箱
を
埋
め
て
、
松
枝
を
折
っ
て
逆
さ
ま
に
立
て
た
と
こ
ろ
そ
の
松
が
根
付

い
て
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
甲
類
で
も
箇
崎
本
の
よ
う
に
、
印

に
松
を
植
え
た
と
あ
る
が
「
逆
さ
」
に
し
た
と
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

場
面
(
+
-
)
で
は
仁
徳
天
皇
の
御
代
に
八
幡
神
が
初
め
て
示
現
し
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
る
が
、
甲
類
は
豊
前
国
宇
佐
郡
本
山
、
乙
類
は
馬
城
峯
と
表
記
が

異
な
る
。
両
本
共
に
、
八
幡
神
は
山
頂
に
三
つ
の
石
と
な
っ
て
金
色
の
光
を
都

に
向
け
て
放
っ
た
た
め
、
仁
徳
天
皇
が
不
審
に
思
っ
て
勅
使
を
派
遣
し
た
と
こ

ろ
金
色
の
應
と
な
っ
て
示
現
し
た
の
で
、
勅
使
が
山
麓
に
宝
殿
を
造
り
、
こ
れ

が
宇
佐
八
幡
宮
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
甲
類
で
は
こ
れ
に
加
え

て
、
宇
佐
に
入
る
前
に
穂
波
郡
宮
浦
へ
渡
っ
た
こ
と
、
本
山
で
出
家
し
た
後
山

麓
で
正
覚
を
な
し
、
そ
の
地
を
正
覚
寺
と
名
づ
け
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
宇
佐
八
幡
宮
創
建
諏
以
降
に
は
八
幡
大
菩
薩
の
由
来
が
述
べ
ら
れ
、
戒

定
恵
の
箱
の
底
に
埋
め
ら
れ
た
金
泥
法
華
経
一
部
が
日
本
の
仏
法
の
始
ま
り
で

あ
り
、
聖
徳
太
子
の
三
粒
の
舎
利
を
赤
幡
宮
に
納
め
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

場
面
(
+
二
）
で
八
幡
神
は
、
豊
前
国
宇
佐
郡
蓮
台
寺
山
の
麓
に
鍛
冶
を
す

る
翁
の
姿
で
示
現
す
る
。
欽
明
天
皇
十
二
年
の
事
で
あ
る
。
大
神
比
義
と
い
う

人
物
が
こ
の
翁
の
相
貌
を
見
、
た
だ
人
で
は
な
い
と
考
え
三
年
間
奉
仕
し
、
神

明
で
あ
る
の
な
ら
ば
正
体
を
現
す
よ
う
祈
請
す
る
と
、
翁
の
姿
は
三
歳
の
小
児

の
姿
と
な
っ
て
竹
の
葉
の
上
に
乗
り
、
自
分
が
応
神
天
皇
で
あ
る
こ
と
を
託
宣

す
る
。
衣
奈
本
、
筐
崎
本
を
除
く
甲
類
は
、
年
代
を
大
宮
司
補
任
帳
か
ら
僧
聴

三
年
と
す
る
説
を
引
用
す
る
。
ま
た
、
甲
類
で
は
神
功
皇
后
、
比
売
神
と
三
所

並
ん
で
馬
城
峯
に
石
肺
権
現
と
な
っ
て
示
現
し
、
寒
雪
に
も
関
わ
ら
ず
御
体
が

暖
か
か
っ
た
た
め
、
畏
れ
た
人
々
が
御
殿
を
造
っ
て
覆
っ
た
と
こ
ろ
、
覆
う
な

と
い
う
託
宣
を
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
続
く
が
、
乙
類
は
こ
の
詞
書
を
欠
く
。
乙

類
は
比
義
へ
の
託
宣
中
に
「
人
の
国
よ
り
は
我
国
、
人
の
人
よ
り
は
我
人
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
、
八
幡
神
の
恵
み
深
さ
を
称
え
る
文
言
で
こ
の
段
の
詞
書
を

(37) 

終
え
て
い
る
。
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場
面
(
+
―
―
-
）
も
八
幡
神
の
託
宣
に
関
す
る
話
で
あ
る
。
誉
田
本
、
畝
火
山

口
本
は
こ
の
詞
書
を
欠
く
。
弓
削
道
鏡
の
践
詐
に
対
す
る
神
意
を
伺
い
に
称
徳

天
皇
が
和
気
清
麻
呂
を
宇
佐
八
幡
宮
に
遣
わ
す
が
、
八
幡
神
は
践
詐
を
許
さ
ず
、

そ
れ
を
伝
え
た
清
麻
呂
は
称
徳
天
皇
の
怒
り
を
買
っ
て
両
足
を
切
ら
れ
、
空
船

に
乗
せ
ら
れ
て
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
清
麻
呂
を
乗
せ
た
空
船
は
七
日
七
夜
か
け

て
和
摩
の
浜
に
流
れ
着
き
、
甲
類
で
は
鹿
、
東
大
寺
本
、
奈
多
宮
本
、
杵
原
本

で
は
猪
に
乗
っ
て
宇
佐
八
幡
宮
に
参
詣
す
る
。
新
間
水
緒
氏
は
「
猪
」
が
古
い

形
態
で
あ
り
、
中
世
の
仏
教
説
話
等
で
「
鹿
」
と
「
猪
」
が
混
同
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
平
仮
名
表
記
に
お
け
る
字
体
類
似
に
よ
る
誤
写
が
発
生
し
や
す
い
こ



と
を
指
摘
し
て
い
る
。
石
清
水
享
保
本
の
翻
刻
で
は
「
猪
」
で
な
く
「
猿
」
と

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
漢
字
で
表
記
し
た
場
合
に
、
猪
と
猿
の
崩
し
が
類

似
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
書
写
段
階
も
し
く
は
翻
刻
の
段
階
で
の
誤
り
で
あ

る
と
考
え
る
。

東
大
寺
本
、
杵
原
本
、
石
清
水
享
保
本
、
筐
崎
本
で
は
清
麻
呂
が
御
殿
前
で

涙
を
流
す
と
、
八
幡
神
は
「
あ
り
き
っ
、
来
つ
、
み
れ
と
も
い
さ
ぎ
よ
き
、
人

の
こ
、
ろ
を
我
わ
す
れ
め
や
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
歌
は
『
愚
童

(38) 

訓
』
に
依
る
が
、
『
袋
草
紙
』
や
『
新
古
今
集
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。

場
面
（
十
四
）
は
行
教
の
石
清
水
勧
請
の
場
面
で
あ
る
が
、
東
大
寺
本
、
杵

原
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
勧
請
諏
が
述
べ
ら
れ
る
。
甲
類
諸
本
と
石
清
水
享
保
本
、

誉
田
本
、
畝
火
山
口
本
に
は
貞
観
の
頃
、
行
教
を
見
込
ん
だ
八
幡
神
は
、
頌
を

行
教
に
授
け
、
後
に
箇
崎
に
戒
定
恵
の
箱
を
埋
め
て
し
る
し
の
松
を
植
え
た
こ

と
、
さ
ら
に
貞
観
十
八
年
の
七
月
十
五
日
の
夜
半
に
王
城
に
近
い
石
清
水
に
自

分
を
勧
請
す
る
よ
う
託
宣
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

乙
類
諸
本
は
場
面
(
+
四
）
で
詞
書
を
終
え
る
が
、
甲
類
は
こ
の
後
場
面

（
十
五
）
に
箇
崎
宮
の
創
建
諏
と
八
幡
の
本
地
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

醍
醐
天
皇
の
御
代
に
平
時
平
と
い
う
人
物
が
、
も
う
一
度
大
宰
大
弐
に
任
じ

ら
れ
る
よ
う
八
幡
神
に
発
願
す
る
。
そ
の
際
社
殿
を
改
め
る
こ
と
を
約
束
す
る

が
、
時
平
は
大
宰
大
弐
に
再
任
で
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
八
幡
神
と
の
約
束
を
忘

れ
て
し
ま
う
。
延
喜
二
十
一
年
、
時
平
に
対
し
て
八
幡
神
は
、
七
歳
の
少
女
に

憑
い
て
託
宣
を
す
る
。
時
平
は
託
宣
に
従
い
、
し
る
し
の
松
が
あ
る
筐
崎
に
社

殿
を
造
営
し
た
。
こ
の
後
、
詞
書
は
八
幡
三
所
権
現
の
本
地
が
述
べ
ら
れ
て
終

わ
る
。平
時
平
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
奈
多
宮
本
で
は
「
一
人
之
大
臣
」
、
筐
崎

本
の
翻
刻
文
で
は
「
藤
原
時
平
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
在
し
た
人
物
で
あ
る

(39) 

と
は
考
え
に
く
い
。
金
光
哲
氏
は
「
平
時
平
」
諏
の
依
拠
資
料
に
「
箇
崎
宮
縁
起
」

を
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
平
時
平
」
と
い
う
人
物
は
「
平
真
材
」

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
本
に
は
所
蔵
来
歴
に
繋
が
る
可
能
性
の
高
い
飯
岡
山
垂
迩
諏
が
述
べ

ら
れ
、
奈
多
宮
本
に
は
方
言
が
窺
え
、
東
大
寺
本
と
杵
原
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
八

幡
宮
創
立
縁
起
を
有
す
る
等
、
地
域
性
が
絵
巻
に
反
映
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
は
金
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
衣
奈
本
は
上
巻
に
一
般
に

八
幡
縁
起
絵
巻
に
書
か
れ
る
詞
書
を
、
下
巻
に
衣
奈
八
幡
宮
の
縁
起
を
書
く
た

め
詞
書
に
省
略
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
御
調
本
、
国
文
研
承
応
本
に
は
、
仲

哀
天
皇
崩
御
の
段
と
三
韓
出
征
出
発
の
間
に
天
照
大
神
が
神
功
皇
后
に
憑
い
て

託
宣
を
す
る
詞
書
が
あ
り
、
金
氏
は
こ
れ
を
甲
類
「
狂
女
」
系
と
称
し
、
上
巻

冒
頭
の
狂
女
の
詞
書
を
欠
い
て
い
た
と
し
て
も
、
下
巻
の
詞
書
に
「
石
林
権
現

出
現
と
金
鷹
出
現
の
間
に
、
馬
城
峰
に
石
肱
で
三
所
権
現
と
し
て
示
現
し
た
詞

書
が
入
る
」
、
「
和
気
消
麻
呂
宇
佐
参
詣
の
場
面
冒
頭
文
に
『
宇
佐
』
が
あ
る
」

と
い
う
二
点
を
備
え
た
も
の
で
あ
れ
ば
甲
類
「
狂
女
」
系
に
分
類
し
得
る
と
さ

れ
た
。
よ
っ
て
今
回
の
諸
本
比
較
か
ら
、
往
馬
本
に
は
狂
女
の
詞
書
が
、
恒
石

本
下
巻
に
は
金
氏
が
指
摘
す
る
詞
書
の
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
二
本
も
狂
女
系
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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二
、
絵

絵
に
お
い
て
も
詞
書
と
同
様
、
諸
本
に
大
き
な
差
異
は
な
い
。
特
に
甲
類
諸

本
は
奥
書
や
記
録
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
大
半
が
模
写
で
あ
り
、
ま
た
素



朴
且
つ
大
胆
な
等
致
で
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
描
き
手
や
制
作
年
代
の
特
定
は

困
難
を
極
め
る
。
本
稿
で
は
全
図
確
認
し
得
た
ア
ジ
ア
本
、
出
光
本
、
衣
奈
本
、

畝
火
山
口
本
、
誉
田
本
、
国
文
研
文
正
本
、
鷹
飛
原
本
、
恒
石
本
、
東
大
寺
本
、

納
淵
本
、
箇
崎
本
、
防
府
本
、
妙
法
寺
本
、
杵
原
本
、
由
良
湊
本
の
十
四
本
に

加
え
、
往
馬
本
、
石
清
水
享
保
本
、
御
調
本
、
鰐
鳴
本
等
参
照
す
る
。

場
面
(
-
)
、
（
二
）
は
、
乙
類
は
黒
雲
に
乗
る
塵
輪
と
落
ち
る
首
、
弓
を
持

つ
仲
哀
天
皇
の
絵
か
ら
始
ま
る
。
続
い
て
神
功
皇
后
の
姿
は
描
か
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
彼
女
が
乗
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
輿
と
護
衛
等
が
門
か
ら
出
発
し
、

そ
の
前
方
に
立
つ
老
翁
姿
の
住
吉
明
神
が
描
か
れ
て
い
る
。

甲
類
は
皇
后
の
輿
が
門
か
ら
出
る
図
か
ら
始
ま
る
。
輿
に
先
行
す
る
人
物
に

若
干
の
違
い
が
あ
り
、
出
光
本
、
ア
ジ
ア
本
、
朝
淵
本
は
先
頭
の
人
物
が
榊
を
、

続
く
人
物
が
鉾
を
捧
げ
持
ち
、
徒
歩
の
二
人
、
そ
の
後
ろ
に
輿
が
続
く
。
国
文

研
文
正
本
、
鷹
飛
原
本
、
恒
石
本
、
防
府
本
、
鰐
鳴
本
は
先
頭
の
人
物
が
榊
を
、

続
く
人
物
が
鉾
を
持
つ
、
と
い
う
の
は
他
甲
類
と
変
わ
ら
な
い
が
、
鉾
を
持
つ

人
物
は
手
向
山
八
幡
宮
蔵
「
転
害
会
図
絵
」
等
に
見
ら
れ
る
王
の
舞
の
鼻
高
面

を
被
っ
て
い
る
。
誉
田
本
で
は
先
行
す
る
人
物
十
人
は
み
な
同
じ
装
束
を
纏
っ

て
顔
を
白
布
で
隠
し
、
そ
れ
ぞ
れ
鉾
を
持
っ
て
い
る
。
東
大
寺
本
で
は
先
頭
の

人
物
が
榊
と
幣
を
、
後
ろ
の
二
人
が
鉾
を
捧
げ
持
つ
。
輿
の
手
前
で
は
住
吉
明

神
と
対
面
す
る
人
物
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、
筐
崎
本
の
み
逆
行
す
る
構
図
で
描

か
れ
て
い
る
。

乙
類
で
描
か
れ
る
塵
輪
に
つ
い
て
、
東
大
寺
本
、
杵
原
本
で
描
か
れ
る
塵
輪

は
有
角
、
八
頭
の
赤
鬼
で
あ
り
、
頭
部
は
承
久
本
「
北
野
天
神
縁
起
」
に
描
か

れ
る
多
頭
の
牛
頭
に
近
く
（
図
l
)
、
誉
田
本
、
畝
火
山
口
本
の
塵
輪
に
は
角

が
な
い
。
誉
田
本
、
東
大
寺
本
、
畝
火
山
口
本
が
時
間
軸
に
沿
っ
て
御
所
か
ら

始
ま
り
塵
輪
の
首
が
落
と
さ
れ
る
場
面
で
終
わ
る
の
に
対
し
、
杵
原
本
は
塵
輪

の
首
が
落
ち
る
絵
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
本
に
の
み
時
間
の
逆
行
表
現
に
よ
る
エ

夫
が
見
ら
れ
る
。

場
面
（
三
）
に
は
諸
本
共
通
し
て
皇
后
の
乗
る
船
と
、
そ
の
端
に
立
っ
て
構

え
て
い
る
住
吉
明
神
が
描
か
れ
る
。
そ
の
対
面
に
、
甲
類
で
は
襲
い
掛
か
っ
て

く
る
牛
が
、
乙
類
で
は
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
た
牛
が
、
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る

（図
2
)
。
甲
類
中
、
御
調
本
に
の
み
、
乙
類
と
同
様
の
構
図
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
乙
類
で
は
榊
原
本
に
の
み
、
住
吉
明
神
に
角
を
掴
ま
れ
て
い
る
牛
が
描
か

れ
る
。船
を
押
し
出
す
場
面
（
四
）
に
つ
い
て
、
従
来
こ
の
場
面
を
描
い
た
本
は
乙

類
に
分
類
さ
れ
た
が
、
甲
類
と
考
え
ら
れ
る
往
馬
本
、
御
調
本
、
恒
石
本
に
も

こ
の
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
（
図
3
)
、
船
の
形
や
船
上
の
二
人
の
人
物
、
住

吉
明
神
の
ポ
ー
ズ
が
酷
似
し
て
い
る
。
場
面
（
五
）
に
お
い
て
、
宮
氏
は
岩
の

あ
る
場
所
に
注
目
し
、
甲
類
は
陸
上
の
岩
で
あ
り
、
乙
類
は
海
中
の
岩
で
あ
る

と
い
う
差
異
を
指
摘
す
る
が
、
こ
こ
で
は
矢
の
状
態
に
注
目
し
た
い
。
矢
が
岩

に
刺
さ
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
本
と
矢
が
描
か
れ
て
い
な
い
本
は
甲
乙
ど
ち
ら

の
本
に
も
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
が
、
国
文
研
文
正
本
、
御
調
本
、
鷹
飛
原
本
、

恒
石
本
、
鰐
鳴
本
で
は
、
矢
が
岩
を
貫
通
し
て
後
方
に
飛
ん
で
行
く
様
子
が
描

か
れ
て
お
り
（
図
4
)
、
こ
れ
ら
は
全
て
甲
類
で
あ
る
。
乙
類
で
は
場
面
（
四
）
、

（
五
）
は
連
続
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

場
面
（
六
）
に
登
場
す
る
安
曇
磯
童
の
描
き
方
は
甲
乙
で
分
か
れ
る
。
甲
類

の
多
く
は
龍
首
の
付
い
た
船
に
乗
っ
て
二
珠
の
付
い
た
枝
を
捧
げ
持
っ
た
女
性

(40) 

か
童
子
を
描
く
の
に
対
し
、
乙
類
は
亀
の
甲
に
乗
り
、
顔
を
白
布
で
隠
し
て
鼓

を
首
か
ら
下
げ
た
男
性
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
5
)
。
乙
類
で
描
か
れ
る
磯
童
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は
大
善
寺
玉
垂
宮
蔵
「
玉
垂
宮
縁
起
絵
」
、
高
良
大
社
蔵
「
高
良
大
社
縁
起
」

等
の
掛
幅
本
と
類
似
す
る
。
乙
類
中
石
清
水
享
保
本
の
み
、
亀
の
甲
に
乗
っ
て

頭
に
鼓
を
乗
せ
た
女
性
も
し
く
は
童
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

物
語
の
時
間
軸
通
り
に
描
く
な
ら
ば
、
住
吉
明
神
が
磯
童
と
共
に
細
男
舞
を

舞
う
場
面
、
そ
の
次
に
磯
童
が
龍
宮
か
ら
玉
を
借
り
出
し
て
献
上
す
る
場
面
が

正
し
い
が
、
甲
類
は
細
男
舞
を
舞
う
住
吉
明
神
と
、
二
珠
を
献
上
す
る
磯
童
を

同
一
画
面
上
に
描
い
て
い
る
。
妙
法
寺
本
の
み
、
細
男
舞
を
舞
う
住
吉
明
神
と

龍
頭
付
の
小
船
に
乗
り
鼓
を
持
っ
た
安
曇
磯
童
、
弓
矢
を
携
え
た
住
吉
明
神
と

龍
頭
付
の
小
船
に
乗
り
二
珠
を
盆
に
乗
せ
た
安
曇
磯
童
の
二
場
面
に
分
け
て
い

(41) 

る
。
こ
れ
は
丹
緑
本
『
八
幡
の
御
本
地
』
（
以
下
、
丹
緑
本
）
と
同
様
の
構
成
で

あ
る
。
ま
た
、
箇
崎
本
の
舞
台
上
の
人
物
は
顔
を
四
角
い
白
布
で
隠
し
て
お
り
、

下
原
美
保
氏
は
こ
の
人
物
が
安
曇
磯
童
で
あ
り
、
対
面
し
海
上
で
二
珠
を
献
じ

る
の
は
豊
姫
で
あ
る
と
す
る
。
箇
崎
本
は
特
に
上
巻
の
詞
書
を
失
っ
て
い
る
た

め
、
こ
の
場
面
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、

乙
類
の
詞
書
に
は
こ
の
白
布
の
理
由
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
後
世
の
細

男
舞
の
姿
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
、
舞
台
上
に
は
後
世
の
細
男
舞
の
衣
装

を
着
け
た
住
吉
明
神
が
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

場
面
（
七
）
で
は
異
国
の
兵
士
の
描
き
方
が
異
な
り
、
ア
ジ
ア
本
、
朝
淵
本
、

衣
奈
本
、
誉
田
本
、
東
大
寺
本
、
杵
原
本
、
畝
火
山
口
本
、
由
良
湊
本
の
軍
兵

は
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
に
描
か
れ
る
蒙
古
軍
の
姿
に
近
い
。
国
文
研
文
正
本
、

恒
石
本
、
往
馬
本
、
鷹
飛
原
本
、
御
調
本
、
防
府
本
の
軍
兵
は
前
述
の
兵
に
交

じ
っ
て
九
州
国
立
博
物
館
蔵
「
南
蛮
船
駿
河
湾
来
航
図
屏
風
」
に
描
か
れ
る
人

物
に
近
い
衣
服
を
ま
と
っ
た
兵
を
描
く
。
逸
翁
本
、
妙
法
寺
本
に
は
承
久
本
「
北

野
天
神
縁
起
」
に
描
か
れ
る
異
形
の
も
の
に
似
た
軍
兵
が
描
か
れ
る
（
図
6
)
。

神
功
皇
后
が
戦
勝
の
碑
文
を
刻
む
場
面
（
八
）
で
描
か
れ
る
皇
后
の
構
図
は
、

武
装
し
た
姿
で
あ
る
ア
ジ
ア
本
、
靭
淵
本
、
衣
奈
本
、
東
大
寺
本
、
杵
原
本
、

畝
火
山
口
本
、
由
良
湊
本
、
武
装
し
虎
皮
の
上
に
立
っ
て
い
る
国
文
研
文
正
本
、

恒
石
本
、
御
調
本
、
鷹
飛
原
本
、
防
府
本
、
鰐
鳴
本
、
武
装
し
馬
に
乗
る
箇
崎

本
、
妙
法
寺
本
の
三
つ
に
分
か
れ
る
（
図
7
)
。
虎
皮
を
敷
く
と
い
う
構
図
は
、

異
国
の
神
を
調
伏
し
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
と
も
取
れ
る
が
、
「
熊
野
の
本

(42) 

地
」
の
五
衰
殿
女
御
と
御
子
の
下
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
貴
な
女
性
も

し
く
は
栂
子
信
仰
と
関
わ
り
の
あ
る
構
図
で
は
な
い
か
と
、
現
段
階
で
は
推
測

し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
本
に
は
、
こ
の
場
面
（
八
）
、
（
九
）
の
間
に
海
辺
に
面
し

た
境
内
が
描
か
れ
る
。
こ
の
絵
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
詞
書
の
飯
岡
山
垂
述
に
対

す
る
絵
で
あ
り
、
そ
こ
に
創
建
さ
れ
た
八
幡
神
社
の
境
内
図
で
あ
る
と
い
う
見

方
と
、
宮
氏
が
指
摘
す
る
、
場
面
(
+
五
）
の
箇
崎
宮
の
境
内
図
を
描
い
た
絵

(43) 

で
あ
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
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場
面
（
九
）
の
産
屋
も
本
に
よ
っ
て
形
状
が
異
な
る
（
図
8
)
。
国
文
研
文

正
本
、
恒
石
本
、
御
調
本
、
鷹
飛
原
本
、
鰐
鳴
本
は
屋
根
の
鵜
羽
根
が
葺
き
か

け
の
状
態
で
あ
る
。
妙
法
寺
本
の
産
屋
は
六
角
堂
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
丹
緑
本
の
産
屋
と
類
似
す
る
。

場
面
(
+
)
に
は
八
幡
が
箇
崎
の
し
る
し
の
松
に
降
下
す
る
様
子
が
描
か
れ

る
。
甲
類
で
は
根
が
上
に
あ
る
逆
さ
松
の
両
脇
に
赤
白
の
幡
が
四
旋
ず
つ
描
か

れ
、
乙
類
は
井
垣
を
廻
ら
せ
た
松
の
周
り
に
赤
白
の
幡
が
四
旋
ず
つ
舞
い
降
り

る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

場
面
(
+
-
)
は
、
甲
類
で
は
岩
上
の
金
鷹
、
乙
類
で
は
そ
れ
に
加
え
て
勅

使
一
行
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
甲
類
中
で
は
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
、
御
調

本
、
恒
石
本
に
は
鷹
の
前
に
宝
殿
と
思
し
き
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、



鷹
飛
原
本
、
防
府
本
、
鰐
鳴
本
で
は
山
上
に
三
つ
の
岩
が
並
び
、
中
央
の
岩
上

に
金
鷹
、
そ
の
足
元
、
岩
の
頂
上
か
ら
光
線
が
出
て
い
る
。
こ
の
光
線
を
描
く

と
い
う
構
図
は
柄
淵
本
に
も
見
ら
れ
る
。
場
面
(
+
)
、
（
+
-
）
に
は
時
間
軸

の
逆
転
が
見
ら
れ
、
同
一
画
面
上
に
(
+
-
）
、
（
+
）
の
順
に
描
か
れ
て
い
る
。

場
面
(
+
二
）
に
は
同
一
画
面
上
に
、
鍛
冶
す
る
翁
の
姿
の
八
幡
神
と
幣
吊

を
持
つ
大
神
比
義
と
、
竹
菓
の
上
に
顕
れ
た
三
歳
の
小
児
と
幣
吊
を
も
つ
比
義

が
描
か
れ
る
。
竹
葉
の
上
か
ら
神
が
託
宣
を
す
る
場
面
は
「
春
日
権
現
験
記
絵
」

(44) 

に
も
見
ら
れ
る
。
諸
本
概
ね
同
じ
構
図
で
描
か
れ
る
が
、
詞
書
で
「
甚
だ
奇
異
」

と
さ
れ
る
鍛
冶
の
翁
の
相
貌
が
奇
異
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
翁
の
奇
異
な
相

貌
と
い
う
の
は
、
『
八
幡
宇
佐
御
託
宣
記
』
に
鍛
冶
の
翁
は
「
八
頭
」
で
あ
っ

(45) 

た
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
絵
巻

中
八
頭
に
描
か
れ
る
の
は
乙
類
の
塵
輪
の
み
で
あ
る
。
諸
本
の
相
違
点
と
し
て

―
―
一
歳
の
小
児
の
姿
が
挙
げ
ら
れ
る
。
出
光
本
、
ア
ジ
ア
本
、
鞘
淵
本
、
石
清
水

享
保
本
、
妙
法
寺
本
の
小
児
は
赤
い
腰
巻
を
身
に
着
け
て
垂
髪
を
持
つ
。
筐
崎

本
も
垂
髪
で
あ
る
が
腰
巻
で
な
く
白
い
衣
を
着
て
い
る
。
一
方
衣
奈
本
、
誉
田

本
、
国
文
研
文
正
本
、
恒
石
本
、
東
大
寺
本
、
杵
原
本
、
鷹
飛
原
本
、
御
調
本
、

防
府
本
の
小
児
は
赤
い
腰
巻
を
付
け
る
が
毛
髪
を
持
た
な
い
、
合
掌
す
る
僧
形

に
描
か
れ
て
い
る
。
僧
形
の
小
児
の
図
像
は
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
中
に
描
か
れ

る
聖
徳
太
子
二
歳
の
図
像
で
あ
る
「
南
無
仏
太
子
像
」
に
酷
似
し
て
い
る
（
図
9
)
。

場
面
(
+
三
）
は
流
罪
と
な
っ
た
和
気
清
麻
呂
が
漂
着
し
、
宇
佐
神
宮
へ
と

向
か
う
図
が
描
か
れ
る
。
甲
類
で
は
社
殿
に
向
か
う
僧
侶
と
鹿
に
乗
る
清
麻
呂

を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
東
大
寺
本
、
杵
原
本
で
は
画
面
右
手
に
猪
に
乗
っ

た
清
麻
呂
が
、
左
手
に
社
殿
か
ら
出
て
き
た
小
さ
な
蛇
と
向
か
い
合
う
清
麻
呂

が
描
か
れ
て
い
る
。
妙
法
寺
本
も
、
東
大
寺
、
杵
原
本
の
構
図
と
同
様
に
、
画

面
右
手
に
鹿
に
乗
る
清
麻
呂
が
、
左
手
に
社
殿
か
ら
出
て
き
た
蛇
に
足
を
祇
め

ら
れ
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
構
図
は
共
通
す
る
が
、
妙
法
寺
本
の
蛇
は

小
蛇
で
は
な
く
龍
に
似
た
大
蛇
が
、
足
を
祇
め
る
と
い
う
よ
り
は
寧
ろ
街
え
る

状
態
で
描
か
れ
て
い
る
（
図
10)
。
こ
れ
は
丹
緑
本
の
構
図
と
同
様
で
あ
る
。

場
面
(
+
四
）
、
（
十
五
）
は
行
教
が
八
幡
神
の
託
宣
を
受
け
て
男
山
に
勧
請

す
る
場
面
と
箇
崎
宮
の
創
建
諏
と
な
る
。
甲
類
諸
本
は
画
面
右
手
か
ら
塔
と

山
々
が
あ
り
、
左
手
に
宇
佐
神
宮
と
そ
の
前
に
座
す
行
教
と
い
う
構
図
で
描
か

れ
る
。
箇
崎
本
に
の
み
、
山
中
で
神
託
を
得
る
行
教
の
絵
と
八
幡
神
が
女
児
に

憑
い
て
平
時
平
の
元
へ
飛
来
し
託
宣
を
行
う
絵
が
あ
る
。
往
馬
本
、
御
調
本
、

恒
石
本
は
画
面
右
手
か
ら
宇
佐
神
宮
と
行
教
、
池
を
挟
ん
で
も
う
―
つ
建
物
が

描
か
れ
て
い
る
。
乙
類
の
誉
田
本
に
は
、
貞
観
年
中
の
宇
佐
神
宮
の
景
観
と
石

清
水
八
幡
宮
の
境
内
が
描
か
れ
て
い
る
。

未
見
の
箇
所
も
あ
る
が
、
往
馬
本
、
御
調
本
、
恒
石
本
の
三
本
は
構
図
が
酷

似
し
て
お
り
、
詞
書
に
お
い
て
も
狂
女
系
に
分
類
さ
れ
得
る
こ
と
か
ら
も
、
同

系
統
の
本
か
ら
模
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
文
研
文
正
本
、
鷹
飛
原

本
、
防
府
本
、
鰐
鳴
本
は
住
吉
明
神
の
岩
を
射
抜
い
た
鏑
矢
が
岩
の
後
方
に
飛

ん
で
行
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
点
、
軍
兵
の
姿
、
戦
勝
の
碑
文
を
刻
む
場
面

で
神
功
皇
后
が
虎
皮
の
上
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
点
、
産
屋
の
屋
根
の
鵜
羽
根

が
葺
き
か
け
で
あ
る
点
は
こ
の
三
本
と
同
様
で
あ
る
。

妙
法
寺
本
に
は
産
屋
の
形
状
、
場
面
構
成
等
他
の
甲
類
本
と
異
な
る
点
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
丹
緑
本
に
類
似
す
る
絵
画
表
現
、
場
面
構
成
で
あ
る
。
こ
の
他
、

妙
法
寺
本
に
描
か
れ
る
軍
船
の
形
状
は
御
座
船
や
能
の
作
物
の
よ
う
で
あ
り
、

祭
の
時
の
神
楽
か
、
何
か
し
ら
の
演
目
が
絵
巻
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。
詞
書
の
一
部
に
読
点
や
ふ
り
が
な
、
濁
点
が
あ
る
等
後
世
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記
号
を
加
箪
し
た
と
み
ら
れ
、
妙
法
寺
本
が
音
楽
と
併
せ
て
用
い
ら
れ
、
唱
導

や
説
経
、
祭
等
の
神
事
の
関
与
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
特
徴
を
持
つ
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
妙
法
寺
本
や
榊
原
本
に
は
神
功
皇
后
の
姿
が
他
本
と
比
べ
て

多
く
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
絵
巻
の
年
代
を
特
定
す
る
上
で
注
目
す
べ
き
点

で
あ
る
と
見
て
い
る
。

甲
類
諸
本
は
同
様
の
構
図
を
持
つ
本
や
角
筆
に
よ
る
下
絵
の
痕
跡
が
見
ら
れ

る
本
が
あ
り
、
原
本
に
忠
実
に
模
写
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
乙
類
諸
本

は
従
来
の
八
幡
縁
起
絵
巻
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
に
よ
る
エ

夫
が
見
ら
れ
る
。

お
わ
り
に八

幡
縁
起
絵
巻
の
確
認
し
得
る
諸
本
を
挙
げ
、
そ
の
詞
書
及
び
絵
に

見
ら
れ
る
諸
本
間
の
異
同
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
本
稿
は
八
幡
縁
起
絵
巻
研
究

以
上
、

の
基
礎
的
作
業
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
に
よ
っ
て
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
甲
乙
分
類
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ

首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
が
、
宮
次
男
氏
が
指
摘
し
た
逸

翁
本
、
天
理
本
以
外
に
も
、
御
調
本
、
恒
石
本
、
筐
崎
本
等
が
甲
類
に
分
類
さ

れ
な
が
ら
も
乙
類
の
特
質
を
部
分
的
に
共
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら

の
諸
本
の
成
立
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
八
幡
縁
起
絵
巻
の
成
立
を

考
察
す
る
上
で
重
要
な
過
程
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
三
韓
征
伐
の
場
面
に
お
い
て
、
異
国
の
兵
の
描
き
方
に
「
蒙
古
襲
来
絵

詞
」
や
「
南
蛮
船
駿
河
来
航
図
屏
風
」
、
承
久
本
「
北
野
天
神
縁
起
」
等
と
共

通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
困
難
と

さ
れ
て
き
た
八
幡
縁
起
絵
巻
の
様
式
的
研
究
の
端
緒
を
開
く
論
点
で
あ
り
、
制

作
時
期
や
画
家
の
問
題
等
も
含
め
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註(
l
)
本
絵
巻
に
関
す
る
主
要
参
考
文
献
は
以
下
の
通
り

•
中
野
玄
三
『
続
々
日
本
仏
教
美
術
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
（
二

0
0

八
）
二
四
頁
ー

三
五
頁

•
松
本
隆
信
「
増
訂
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議

編
『
御
伽
草
子
の
世
界
』
三
省
堂
(
-
九
八
二
）
―
-
三
、
一
―
四
頁

•
宮
次
男
「
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
と
八
幡
宮
縁
起
」
上
•
中
・
下
、
附
載
一
・
ニ
『
美
術

研
究
』
(
-
九
八
五
ー
七
）
三
三
三
、
三
三
五
、
三
三
六
、
三
三
九
、
三
四

0
頁

(
2
)
宮
「
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
と
八
幡
宮
縁
起
」

(
3
)
出
光
美
術
館
『
館
蔵
名
品
選
』
第
二
集
(
-
九
九
一
）

(
4
)島
田
修
二
郎
編
「
天
神
縁
起
絵
巻
•
八
幡
縁
起
・
天
稚
彦
草
紙
・
鼠
草
紙
・
化
物
草
子
・

う
た
た
ね
草
紙
」
『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
別
巻
二
』
角
川
書
店
(
-
九
八
一
）

(
5
)
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
集
『
歴
史
の
な
か
の

;Jも
ぶ
ち
ク
ー
納
淵
八
幡
と
鞘
淵
荘
ー
』

（二

0
0
-
）
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(
6
)
由
良
町
誌
編
修
委
員
会
『
由
良
町
誌
』
由
良
町
(
-
九
九
一
）

(
7
)
神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系
』
文
学
編
二

(
8
)
小
林
芳
樹
「
資
料
紹
介
恒
石
八
幡
宮
蔵
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
」
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』

第
二
二
号
・
広
島
大
学
文
学
部
内
海
文
化
研
究
施
設
(
-
九
九
三
）

(
9
)
横
山
重
•
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
十
／
角
川
書
店
(
-
九
八
二
）

(
1
0
)絵・
存
麟
、
詞
・
存
益
。
『
宇
佐
•
国
東
半
島
を
中
心
と
す
る
文
化
財
』
文
化
財
集
中
地

区
特
別
総
合
調
究
報
告
〈
第
七
集
〉
文
化
庁
(
-
九
六
九
）

(11)
中
野
幡
能
編
『
八
幡
信
仰
事
典
』
戎
光
祥
出
版
（
二

0
0
二
）
―
-
八
頁
ー
一
六
三
頁

(12)
中
野
『
八
幡
信
仰
事
典
』
―
―
八
頁
ー
一
六
三
頁

(13)
神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系
』
神
社
編
四
十
一
、
紀
伊
・
淡
路
国



(14)
黒
田
彰
、
坪
井
直
子
、
筒
井
大
祐
「
東
原
本
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
（
上
巻
）
記
影
印
、
翻
刻
」

『
京
都
語
文
』
十
七
巻

(
1
5
)絵•
住
吉
具
慶
、
詞
書
•
久
我
廣
通
以
下
十
六
名
、
下
原
美
保
「
箆
崎
宮
蔵
「
箱
崎
八
幡

宮
縁
起
」
に
つ
い
て

I
|
-
I現
状
と
詞
書
の
検
討
」
「
I

I
ニ
ー
図
様
の
検
討
」
『
H
本

美
術
工
芸
」
(
-
九
九
五
）
六
八
二
、
六
八
三
頁

(16)
奥
書
に
、
康
正
二
年
(
-
四
五
六
）
従
五
位
下
左
近
衛
将
監
源
武
康
に
よ
る
奉
納
の
模
写

と
あ
る
。
生
駒
市
誌
編
纂
委
員
会
編
『
生
駒
市
誌
』
資
料
編
一
／
生
駒
市
(
-
九
七
一
ー

一
九
八
五
）

(17)
黒
田
彰
、
坪
井
直
子
、
筒
井
大
祐
「
鰐
鳴
八
幡
宮
本
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
釦
影
印
、
翻
刻
」

『
京
都
語
文
』
十
八
巻
・
佛
教
大
学
（
二

o-
―)

(18)

『
下
東
条
の
古
代
中
世
と
住
吉
神
社
信
仰
』
小
野
市
立
好
古
館
（
二
〇
―
二
）

住
吉
神
社
本
は
他
本
と
違
っ
て
八
幡
縁
起
絵
巻
の
上
巻
に
当
た
る
部
分
の
絵
の
み
で
構
成

さ
れ
た
絵
巻
で
あ
り
、
絵
解
き
に
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

(
1
9
)黒
田
彰
、
筒
井
大
祐
「
秋
穂
正
八
幡
宮
本
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
〗
影
印
、
翻
刻
」
「
京
都

語
文
』
上
巻
十
九
巻
（
二

0
一
三
）
、
下
巻
二
十
巻
・
佛
教
大
学
（
二

0
―四）

(20)
大
山
明
彦
氏
の
撮
影
（
平
成
二
十
三
年
六
月
十
二
日
の
調
査
）
／
山
岸
公
基
氏
と
の
共
同

翻
刻

奈
良
教
育
大
学
大
学
院
「
地
域
と
伝
統
文
化
」
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
『
神
仏
習
合

展
—
私
た
ち
の
奈
良
信
仰
の
か
た
ち
ー
』

(
2
1
)奥書
か
ら
、
足
利
義
教
の
奉
納
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
絵
•
土
佐
光
信
、
詞
・
足

利
義
教
と
さ
れ
る
。
羽
曳
野
市
文
化
財
編
『
絵
巻
物
集
』
(
-
九
九
一
）
に
、
同
時
に
奉

納
さ
れ
た
誉
田
宗
廟
縁
起
と
と
も
に
全
図
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(22)
正
応
二
年
の
一
巻
本
に
つ
い
て
は
石
清
水
八
幡
宮
へ
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
「
専
門
家
の

方
に
調
査
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、
正
応
二
年
作
と
断
定
す
る
の
は
難
し
く
、
訂
そ
う
（
御

返
事
原
文
の
ま
ま
）
・
紙
質
か
ら
考
え
る
と
、
実
際
は
も
っ
と
下
っ
た
時
代
の
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
（
室
町
中
期
以
降
）
」
と
御
回
答
頂
い
た
。
永
享
五
年
の
二
巻
本
は
誉

田
本
同
様
足
利
義
教
奉
納
本
で
あ
り
絵
•
土
佐
光
信
、
詞
・
足
利
義
教
と
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
昭
和
二
十
二
年
の
社
務
所
火
災
の
折
に
焼
失
し
て
お
り
、
現
存
す
る
享
保
十
三

年
の
二
巻
本
が
そ
の
模
写
作
品
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
享
保
の
模
写
本
の
翻
刻
は
『
古

典
文
庫
』
（
正
）
第
三
十
八
巻
「
中
世
神
仏
説
話
」
(
-
九
五

0
)
に
所
収
。

(23)
奥
書
に
絵
・
宗
軒
、
詞
・
寺
務
公
順
と
あ
る
。
『
社
寺
縁
起
絵
」
奈
良
国
立
博
物
館
(
-
九
七
五
）

(
2
4
)絵
•
土
佐
光
茂
、
詞
・
青
蓮
院
尊
鎮
親
王
と
さ
れ
る
。
渡
辺
文
雄
「
伝
土
佐
光
茂
筆

大

分
由
原
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
に
つ
い
て
」
『
歴
史
民
俗
資
料
館
研
究
紀
要
』v
o
l
.
2
•
大
分
県

立
宇
佐
風
土
記
の
会
(
-
九
八
五
）
、
中
野
『
八
幡
信
仰
事
典
」

(
2
5
)黒
田
彰
、
坪
井
直
子
、
筒
井
大
祐
「
榊
原
本
八
幡
の
本
地
〗
影
印
、
翻
刻
」
『
文
学
部

論
集
』
上
巻
九
十
五
巻
（
二

0
-
―
)
、
下
巻
96
巻
・
佛
教
大
学
（
二

0
―二）

(26)
奥
書
に
長
谷
川
等
伯
の
曾
孫
、
雪
且
（
旦
）
の
写
と
あ
る
。
小
林
写
真
工
業
株
式
会
社
製

作
『
神
功
皇
后
縁
起
絵
巻
5

畝
火
山
口
神
社
絵
図
』
（
二

O
O
-
）

(27)
木
村
朗
子
「
東
ア
ジ
ア
海
域
文
化
圏
に
お
け
る
伝
承
と
物
語
ー
岡
山
県
邑
久
郡
牛
窓
神
社

を
中
心
に
ー
」
二

0
1
0
年
度
瀬
戸
内
海
文
化
調
査

(28)
中
野
『
八
幡
信
仰
事
典
』
に
は
三
韓
征
伐
の
場
面
（
三
六
二
頁
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

二
匹
の
龍
と
異
形
の
姿
の
異
国
の
兵
が
海
上
に
描
か
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
収
蔵

品
一
覧
に
は
「
紙
本
著
色
八
幡
縁
起
絵
」
（
上
・
下
巻
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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(29)
中
野
『
八
幡
信
仰
事
典
」
に
山
口
県
菊
川
町
吉
賀
八
幡
宮
の
所
蔵
と
さ
れ
る
が
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。
細
男
舞
の
場
面
（
三
六

0
頁
）
と
神
功
皇
后
が
戦
勝
の
碑
文
を
刻
む
場
面

（
三
六
三
頁
）
、
和
気
清
麻
呂
の
宇
佐
参
詣
の
場
面
（
三
六
九
頁
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

神
功
皇
后
の
足
元
に
虎
皮
が
敷
か
れ
て
い
る
こ
と
、
清
麻
呂
が
猪
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
は

注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

(30)
中
野
『
八
幡
信
仰
事
典
』
に
山
口
県
防
府
市
宇
佐
八
幡
宮
の
所
蔵
と
さ
れ
る
が
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。
住
吉
明
神
が
岩
を
射
抜
く
場
面
（
三
五
八
頁
）
と
和
気
清
麻
呂
の
宇
佐
参
詣

の
場
面
（
三
六
九
頁
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
住
吉
明
神
は
陸
上
か
ら
海
上
の
岩
を
鏑
矢

で
射
抜
い
て
い
る
。

(31)
詞
書
に
お
け
る
主
要
参
考
文
献
は
以
下
の
通
り

•
新
間
水
緒
『
神
仏
説
話
と
説
話
集
の
研
究
』
（
二0
0

八
）

•
金
光
哲
「
研
究
ノ
ー
ト
「
八
幡
縁
起
絵
巻
」
—
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
と
足
利
義
教
奉
納

本
—
」
『
東
ア
ジ
ア
研
究
』
第
十
八
号
(
-
九
九
七
）

•
筒
井
大
祐
「
研
究
ノ
ー
ト

八
幡
縁
起
絵
巻
と
『
八
幡
宮
寺
巡
拝
記
』
」
『
京
都
語
文
』



第
十
九
号
•
仏
教
大
学
国
語
国
文
学
会
（
二

0

―
二
）

(32)
式
内
社
。
長
門
国
二
の
宮
。
仲
哀
天
皇
が
神
功
皇
后
と
共
に
建
立
し
た
豊
浦
宮
の
故
地
で

あ
る
と
さ
れ
る
。

(
3
3
)水上
勲
「
《
塵
輪
》
《
牛
鬼
》
伝
説
考
ー
「
新
羅
」
来
襲
伝
説
と
瀬
戸
内
の
妖
怪
伝
承
—
」
『
帝

塚
山
大
学
人
文
科
学
部
紀
要
』
第
十
八
号
・
ニ

0
0
五）

『
本
朝
神
社
考
』
に
は
皇
后
ら
の
船
を
襲
っ
た
牛
は
塵
輪
の
化
身
で
あ
る
と
い
う
記
事

が
見
ら
れ
る
。

神
功
皇
后
の
舟
備
前
の
海
上
を
過
ぐ
。
時
に
大
牛
有
り
。
出
で
、
舟
を
覆
さ
む
と
欲

す
。
住
吉
明
神
、
老
翁
と
化
し
て
、
そ
の
角
を
以
て
投
げ
倒
す
。
故
に
其
処
を
名
づ

け
て
牛
転
と
い
ふ
。
今
牛
窓
と
い
ふ
は
訛
な
り
。
其
の
牛
は
蓋
し
塵
輪
鬼
の
化
す
る

所
な
り
。
塵
輪
八
の
頭
あ
り
。
嘗
て
黒
雲
に
駕
り
来
た
り
て
仲
哀
帝
を
侵
す
。
帝
之

を
射
る
。
身
首
二
と
為
り
て
落
死
す
。
塵
輪
も
亦
帝
を
射
る
。
帝
遂
に
崩
ず
。
「
本

朝
神
社
考
」
『
神
社
縁
起
』
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
二
六
巻
(
-
九
八
三
）

金
「
研
究
ノ
ー
ト
「
八
幡
縁
起
絵
巻
」
」
で
「
牛
窓
」
の
牛
を
「
塵
輪
」
の
化
し
た
も
の
、

と
す
る
の
は
林
羅
山
の
創
作
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
水
上
氏
は
『
本
朝
神
社
考
」

の
記
事
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ
り
な
が
ら
「
應
輪
」
の
登
場
し
な
い
、
康
応
元
年

（
一
三
八
九
）
成
立
の
今
川
了
俊
『
鹿
苑
院
殿
厳
島
参
詣
記
』
を
引
き
、
こ
の
時
期
か
ら
『
本

朝
神
社
考
」
成
立
時
期
（
寛
永
年
間
）
の
間
に
「
塵
輪
」
の
伝
承
が
加
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、

應
輪
伝
説
の
成
立
時
期
を
推
定
し
得
る
材
料
と
な
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

水
上
氏
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
福
岡
県
の
大
善
寺
玉
垂
宮
に
は
仁
徳
天
皇
五
六
年

（
三
六
八
）
に
勅
命
に
よ
り
藤
大
臣
（
高
良
明
神
）
が
肥
前
水
上
の
桜
桃
沈
輪
[
ユ
ス
ラ

チ
ン
リ
ン
]
を
討
伐
し
た
こ
と
を
起
源
と
す
る
、
鬼
夜
と
い
う
火
祭
り
が
あ
る
。

ま
た
、
甲
類
本
詞
書
中
、
本
稿
に
お
け
る
場
面
(
+
)
に
、
仲
哀
天
皇
の
崩
御
に
つ
い

て
日
本
記
を
引
く
文
が
あ
る
が
、
そ
の
後
に
「
或
説
云
、
眼
の
あ
た
り
、
異
国
の
矢
に
あ

た
り
て
崩
御
し
給
云
々
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
巡
拝
記
』
に
も
見
ら
れ
る
。

(34)
須
田
牧
子
『
中
世
日
朝
関
係
と
大
内
氏
』
東
京
大
学
出
版
会
（
二

0
-
―)

(35)
詞
書
中
に
「
伊
都
野
」
と
あ
る
た
め
、
飯
岡
山
は
紀
伊
国
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

し、

―
つ
目
の
候
補
と
し
て
「
伊
都
野
庄
」
、
現
在
の
伊
都
郡
の
内
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
平
安
時
代
の
荘
園
を
検
討
し
た
。
紀
伊
国
に
は
石
清
水
八
幡
宮
領
の
荘
園
に
勧
請
さ

れ
た
八
幡
神
社
が
多
く
存
在
し
、
伊
都
郡
隅
田
荘
の
隅
田
八
幡
宮
、
那
賀
郡
朝
淵
荘
、
朝

淵
八
幡
神
社
、
同
郡
野
上
荘
の
野
上
八
幡
宮
等
が
あ
る
。
「
伊
都
野
庄
」
も
早
期
に
石
清

水
八
幡
宮
の
宿
院
極
楽
寺
の
院
主
に
領
掌
さ
せ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
目
の
候

補
と
し
て
「
い
と
の
」
も
し
く
は
「
い
と
か
」
と
い
う
地
名
を
検
討
し
た
。
現
和
歌
山
県

有
田
郡
有
田
川
町
に
「
糸
野
」
が
あ
り
、
同
県
有
田
市
に
は
「
糸
我
」
町
が
あ
る
が
、
今

回
は
上
記
の
地
に
「
飯
岡
山
」
と
い
う
山
を
見
付
け
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

(
3
6
)吉田
修
作
『
憑
り
来
る
こ
と
ば
と
伝
承
—
託
宣
・
神
功
皇
后
・
地
域
』
お
う
ふ
う
（
二
0
0

八
）

よ
り
、
神
功
皇
后
は
応
神
天
皇
を
身
籠
っ
た
ま
ま
対
馬
か
ら
異
国
へ
行
き
、
そ
の
ま
ま
対

馬
に
帰
還
し
た
こ
と
か
ら
、
対
馬
で
は
神
功
母
子
は
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
、
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ

ズ
ノ
ミ
コ
ト
と
重
な
る
、
海
か
ら
憑
り
来
る
母
子
神
と
見
な
さ
れ
た
。

(37)
宮
氏
は
筐
崎
創
建
を
描
い
た
「
平
時
平
」
の
段
の
詞
書
に
あ
る
「
宝
社
造
営
ヨ
リ
以
来
夕

一
子
日
余
歳
万
{
?
」
か
ら
、
笞
崎
宮
創
建
の
延
喜
二
十
一
年
（
九
ニ
―
)
に
「
三
百
余
歳
」

を
足
し
た
承
久
三
年
(
―
ニ
ニ
―
)
以
降
若
干
年
を
甲
類
成
立
時
期
と
し
て
い
た
が
、
金
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光
哲
氏
は
宮
氏
の
提
示
す
る
「
平
時
平
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
『
諸
縁
起
』
所
収
の
「
営
崎

宮
縁
起
」
に
依
る
も
の
で
あ
り
、
「
人
間
の
苦
し
み
は
我
苦
し
み
な
り
」
と
い
う
文
言
が
「
愚

童
訓
』
（
甲
本
）
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
は
『
愚
童
訓
」
（
甲
本
）
か
ら
の
影
響
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
甲
類
本
全
体
の
成
立
は
『
愚
童
訓
」
（
甲
本
）
成
立
後
で
あ
る
と
し
、

そ
れ
に
対
し
て
筒
井
大
祐
氏
は
、
金
氏
が
指
摘
す
る
文
言
は
よ
り
成
立
時
期
の
古
い
『
巡

拝
記
』
に
も
見
え
、
新
間
氏
の
、
甲
類
詞
書
が
『
巡
拝
記
」
と
共
通
説
話
を
持
つ
と
い
う

指
摘
を
前
提
と
し
て
、
甲
類
詞
書
と
『
巡
拝
記
』
の
比
較
に
よ
り
両
者
の
直
接
的
関
係
を

検
討
し
、
甲
類
本
が
「
巡
拝
記
』
に
依
拠
し
て
成
立
し
た
と
し
た
。
そ
の
た
め
筒
井
氏
は
、

甲
類
本
成
立
は
『
巡
拝
記
」
編
纂
以
降
、
八
幡
縁
起
絵
巻
最
古
の
作
例
、
出
光
本
奥
書
の

元
享
元
年
(
-
三
ニ
―
)
ま
で
の
約
六
十
年
間
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
乙
類
本

成
立
年
代
は
、
宮
氏
も
指
摘
す
る
、
永
享
五
年
(
-
四
一
二
三
）
に
足
利
義
教
が
奉
納
し
た

石
清
水
焼
失
本
、
誉
田
本
、
宇
佐
消
失
本
の
三
本
が
原
初
本
で
あ
る
と
考
え
る
。

(38)
『
袋
草
紙
』
上
巻
は
保
元
ニ
ー
三
年
（
―
-
五
七
ー
五
八
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
歌

は
「
あ
り
き
つ
つ
来
つ
つ
み
れ
ど
も
い
さ
ぎ
よ
き
君
が
心
を
わ
れ
わ
す
れ
め
や
」
で
あ
り
、



絵
巻
で
「
人
の
心
」
と
あ
る
箇
所
が
「
君
が
心
」
と
な
っ
て
い
る
。
詞
書
に
「
こ
れ
は
、

孝
謙
天
皇
弓
削
法
皇
に
位
を
譲
ら
ん
と
て
、
和
気
清
麿
を
使
と
な
し
て
宇
佐
宮
に
申
さ
し

め
給
ふ
の
時
、
帰
り
来
て
許
さ
ざ
る
の
由
を
奏
す
。
俯
り
て
法
皇
怒
り
て
、
清
麿
の
足
を

切
り
て
う
つ
ぼ
舟
に
乗
せ
て
流
す
。
時
に
宇
佐
宮
に
流
れ
寄
れ
り
。
か
の
神
、
清
麿
が
清

廉
を
あ
は
れ
み
て
、
こ
の
歌
を
誦
し
て
清
麿
の
膝
を
撫
で
給
ひ
し
時
に
、
足
満
足
す
と

云
々
。
今
の
和
気
氏
の
祖
な
り
」
と
あ
る
。
『
新
古
今
集
』
の
巻
第
十
九
神
祇
歌
で
は
歌

は
絵
巻
と
同
様
で
あ
り
、
詞
書
に
「
石
清
水
御
歌
と
い
へ
り
」
と
あ
る
。

(39)

「
公
卿
補
任
』
に
は
「
平
時
平
」
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
平
経
高
の
本
名
で
あ
り
、

時
代
、
職
業
と
も
に
筐
崎
宮
創
建
者
に
該
当
し
な
い
。

(40)
但
し
逸
翁
本
、
天
理
図
書
館
本
は
船
に
乗
っ
て
笏
を
持
つ
女
性
と
、
船
の
後
ろ
に
海
中
か

ら
半
身
を
出
し
、
盆
の
上
に
二
珠
を
捧
げ
持
つ
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
人

物
に
つ
い
て
は
、
宮
氏
は
詞
書
に
は
な
い
豊
姫
と
磯
童
を
描
い
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、

女
性
と
見
ら
れ
る
船
上
の
人
物
の
服
装
が
唐
装
の
よ
う
で
も
あ
り
、
逸
翁
本
、
天
理
図
書

館
本
の
全
図
入
手
時
の
研
究
の
課
題
と
し
た
い
。

(41)
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
所
蔵
、
丹
緑
本
、
上
中
下
三
冊
（
横
山
重
、
太
田
武
夫

『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
一
•
井
上
書
房
(
-
九
六
二
）

(42)
「
熊
野
の
本
地
」
の
類
で
五
衰
殿
の
女
御
と
御
子
の
下
に
虎
皮
を
敷
く
図
は
逸
翁
美
術
館

蔵
「
熊
野
本
地
絵
巻
」
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
く
ま
の
、
ほ
ん
ち
」
（
寛
永
末
か
ら
正
保

頃
）
、
駒
澤
大
学
蔵
「
熊
野
の
本
地
」
三
巻
等
に
見
ら
れ
る
。

(43)
宮
「
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
と
八
幡
宮
縁
起
」

(44)
中
野
幡
能
氏
は
「
竹
の
葉
の
上
に
顕
れ
る
」
と
い
う
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
は
、

H
本
で
は
見
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
辛
嶋
氏
の
新
羅
系
神
話
、
韓
国
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
影
響
で
あ
る
と

し
て
い
る
中
野
幡
能

著
「
八
幡
信
仰
と
修
験
道
』
吉
川
弘
文
館
（
二

0
0
八）

一
八
0
、
一
八
一
頁

(45)
重
松
明
久
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』

一
。
金
刺
宮
御
宇
二
十
九
年
戊
子
。

筑
紫
豊
前
国
宇
佐
郡
菱
形
池
辺
。
小
倉
山
之
麓
。
有
鍛
冶
之
翁
。
帯
奇
異
之
瑞
。
為
一

身
現
八
頭
。
人
聞
之
為
実
見
行
時
。
五
人
行
。
即
三
人
死
。
十
人
行
。
即
五
人
死
。
故

成
恐
怖
。
無
行
人
。
於
是
大
神
比
義
・
見
之
。
更
無
人
。
但
金
色
鷹
在
林
上
。
致
丹
祈

之
誠
。
問
根
本
云
。
誰
之
成
変
乎
。
君
之
所
為
歎
。
忽
化
金
色
鳩
。
飛
来
居
袂
上
。
妥

知
神
変
可
利
人
中
。
然
間
比
義
断
五
穀
。
経
三
年
之
後
。
同
天
皇
三
十
二
年
辛
卯
二
月

十
日
癸
卯
。
捧
幣
傾
首
申
。
若
於
為
神
者
。
可
顕
我
前
。
即
現
三
歳
少
児
於
竹
葉
上
宣
。

一
云
。
豊
前
国
宇
佐
郡
大
尾
山
麓
。
有
為
鍛
冶
之
翁
。
其
相
貌
甚
奇
異
也
。
依
之
大
神
比

義
断
五
穀
已
三
年
之
間
給
仕
。
即
捧
御
幣
祈
請
云
。
我
迄
一
―
一
年
断
五
穀
。
籠
居
令
給
仕
之

者
。
其
相
貌
非
直
人
也
之
故
也
。
若
為
神
者
。
我
前
可
現
給
。
即
顕
一
二
歳
少
児
立
竹
葉
宣
。

引
用
図
版

ア
ジ
ア
本
は
蹄
田
修
二
郎
編
「
天
神
縁
起
絵
巻
•
八
幡
縁
起
・
天
稚
彦
草
紙
・
鼠
草
紙
・
化

物
草
子
・
う
た
た
ね
草
紙
」
『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
別
巻
二
』
角
川
書
店
(
-
九
八
一
）
、

靭
淵
本
面
虻
歌
山
県
立
博
物
館
編
集
『
歴
史
の
な
か
の
；
と
も
ぶ
ち
グ
ー
靭
淵
八
幡
と
朝
淵
荘
ー
』

（二

0
0
-
）
、
誉
田
本
益
心
曳
野
市
文
化
財
編
「
絵
巻
物
集
」
(
-
九
九
一
）
、
杵
原
本
・
御
調

本
（
部
分
）
？
中
野
幡
能
編
『
八
幡
信
仰
事
典
』
戎
光
祥
出
版
（
二

0
0
二
）
―
-
八
頁
ー

一
六
三
頁
]
‘
妙
法
寺
本
こ
奈
良
教
育
大
学
大
学
院
「
地
域
と
伝
統
文
化
」
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
編

信
仰
の
か
た
ち
ー
』
、
承
久
本
「
北
野
天
神
縁
起
」
こ
須
賀
み

『
神
仏
習
合
展
ー
私
た
ち
の
奈
良

ほ
『
天
神
縁
起
の
系
譜
』
中
央
公
論
美
術
出
版
（
二

0
0

四
）
、
南
無
仏
太
子
像
~
『
聖
徳
太
子

叡
福
寺
、
野
中
寺
、
大
聖
勝
軍
寺
』
大
阪
市
立
美
術
館

ゆ
か
り
の
名
宝

河
内
三
太
子

（二

0
0
八）

田
中
水
萌
（
た
な
か
•
み
ず
ほ
）

二
0
―
二
年
奈
良
教
育
大
学
教
育
学
部
卒
業

二
0
―
四
年
奈
良
教
育
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

現
在
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
に
研
究
生
と
し
て
在
籍

-150-



1-2承久本「北野天神縁起」 1-1 f乍原本の塵輪

図1

2-2誉田本 2-1アジア本

図2
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図4 御調本 図3 御調本

5-2誉田本 5-1アジア本

図5
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6-3妙法寺本

7-3妙法寺

8-3妙法寺本

6-2御調本

図6

7-2御調本

図7

8-2御調本

図8 産屋
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6-1アジア本

7-1アジア本

8-1鞘淵本



9-3南無仏太子像 9-2誉田本 9-1アジア本

図9 三歳の小児の姿と南無仏太子像

10-2妙法寺本 10-1杵原本

図10
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